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転がり軸受の応力分布と寿命予測
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3．684×10一フ 75．24 0．00 一9．26
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1．0 一4．14 0．00 0．00
1．5 一3．72 0．00 0．00
2．0 一3．43 0．00 0．00
表3．9　σyの最大値が生じている要素の節点aの座標
k　　x座標［μm］y座標［μm］z座標［μm］
1．0 一4．14 0．00 0．00
1．5 一3．72 0．00 0．00
2．0 一3．43 0．00 0．00
表3．10　σzの最大値が生じている要素の節点aの座標
k x座標［μm］γ座標［μm］■座標［μm］
1．0 一4．14 0．00 0．00
1．5 一3、72 0．00 0．00

















W=2.21 1 x 10 6 
-1 1 









*~E~IFl/~~r ;C ~~ k(=b/a) 














































































































































































1．0 116．00 107．72 0．00
1．5 89．18 167．21 0．00
2．0 75．39 222．74 0．00
表3．12　τy、の最大値が生じている要素の節点aの座標
k　　κ座標［μm］y座標［μm］■座標［μm］
1．0 16．57 132．58 一47．22
1．5 14．86 一193．22 一46．54
2．0 10．28 一243．30 一50．65
表3．13　τ、、の最大値が生じている要素の節点aの座標
k κ座標［μm］γ座標［μm］■座標［μm］
1．0 140．86 0．00 一47．22
1．5 126．34 0．00 一50．73
2．0 116．51 0．00 一50．65
表3．14　τm餌の最大値が生じている要素の節点aの座標
k　　κ座標［μm］y座標［μm］■座標［μm］
1．0 0．00 0．00 一79．16
1．5 0．00 0．00 一82．88

















W=2.21 1 x 106 
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　本研究では，転がり軸受の外輪内部に生じる応力を調べ，得られた応力値とS－N
線図から軸受寿命を得た。
まず，外輪内部で生じる応力を解析した．その結果，次の結論を得た．
①荷重が大きくなると，外輪内部で生じる主応力およびせん断応力は大きくなる．
②外輪の曲率半径が小さくなると，外輪内部で生じる主応力およびせん断応力は小
　　さくなる．
③転動体の回転速度が速くなると，外輪内部で生じる主応力およびせん断応力は大
　　きくなるが，その変化量は非常に小さい．
　次に，得られた応力値と回転曲げ疲労試験におけるS－N線図より軸受寿命を得た．
その結果，次の結論を得た．
④　荷重が大きくなると，軸受寿命は短くなる．
⑤外輪の曲率半径が小さくなると，軸受寿命は長くなる．
⑥軸受寿命は転動体の回転速度が速くなると，軸受寿命は短くなる．
　本研究において外輪で生じる応力を算出し，それらから外輪の寿命について検討を行っ
た．本研究は，回転曲げ疲労試験結果（S－N曲線）を基にして寿命予測を行った一っの
試みであり，さらに検討が必要であると考える。
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